
別紙3(第7条関係) 

 

会 議 結 果 の お 知 ら せ 

 令和５年度第１回宮古市防災会議を、次のとおり開催しました。 

   令和５年９月１９日 

宮古市防災会議  

 1 開催日時 

   令和５年８月２３日（水）午前１０時３０分から午前１１時３０分まで 

 2 開催場所 

   陸中ビル３階大会議室 

 3 議題 

   (1)委嘱状交付 

   (2)協議事項 ア宮古地域防災計画・水防計画の修正について 

   (3)報告事項 ア宮古市総合防災ハザードマップの更新について 

イ宮古市日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震津波対策検討委員会の設置につい

て 

 4 会議の概要 

   市長から委員に対し委嘱状を交付し、その後、宮古地域防災計画・水防計画の修正、につい

て、宮古市総合防災ハザードマップの更新、宮古市日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震津波

対策検討委員会の設置について事務局から説明し、協議した。 

   詳細は、別添会議録のとおり。 

 5 問い合わせ先 

   危機管理監危機管理課  電話 0193-68-9111 



令和５年度第１回宮古市防災会議_会議録 

 

１ 開催日時 

令和５年８月２３日（水）午前１０時３０分から午前１１時３０分まで 

２ 開催場所 

陸中ビル３階大会議室 

 

３ 出席（３４名） 

会長 宮古市長 山本正德 

委員 佐々木浩幸（代理 平祐晃）、葛西貴仁、石井真吾、佐々木武、木村高広、 

藤井政志、戸由恵一、佐藤聡、杉江琢美（代理 工藤浩）、松本洋介、 

庄司昌博（代理 鳥居逸人）、菊池敦、小林達広、桐田教男、多田康、 

藤島裕久、中嶋剛、伊藤晃二、佐々木重勝、伴幸治、石川美保子、 

小原武義、菊池忠成、佐々木隆文、石川義晃（代理 金野淳一）、 

長沢雅彦、伊藤重行、信夫幸子、柳澤良文、菊地昭一（代理 鈴木勇平）、

湯澤恵美子（代理 青山志保）、伊藤健二、金丸久子 

 

４ 欠席（１１名） 

委員 兼平寛、田中利幸、川村英伸、大坂文人、清川光弘、南正昭、佐藤雅夫、 

安見一幸、盛合敏子、赤沼利彦、昆亜紀夫 

 

５ 事務局等出席者（３名） 

危機管理監 芳賀直樹、危機管理課長 山崎正幸、同課防災係長 松橋慎太郎 

 

６ 傍聴者 

無し 

 

７ 議事等 

午前 10 時 30 分、危機管理監が会議の開会を宣言。市長から委員を代表して葛

西委員へ委嘱状を交付し、その後、会長が挨拶を行った。 

議事として、(1)協議事項 ア宮古地域防災計画・水防計画の修正について、

（２）報告事項 ア宮古市総合防災ハザードマップの更新について、イ宮古市日

本海溝・千島海溝周辺海溝型地震津波対策検討委員会の設置についてを事務局が

説明した。 

（会長）始めに(1) 宮古地域防災計画・水防計画の修正について、事務局から説明を

お願いする。 



（事務局）資料に沿って、それぞれの計画の修正点について説明 

（会長）ただいまの説明に対し、ご質問等はないか。 

（委員）資料２－１、10 ページの４では「民生委員」、５では「民生委員・児童委員」

となっているが、「民生委員」で統一することでよいと思うがいかがか？  

（事務局）「民生委員」で統一する。 

（委員）資料５－１、８９ページの避難所について、「※」のところは津波が去った

後の避難所となっているが、津軽石地区は７割から８割が浸水し小学校も中学校

も浸水する。想定通りの津波が来ると、小学校も中学校も避難所として使えなく

なる。そのような場合、避難所はどこだということを事前に示したほうがいいと

思うがいかがか？ 

（事務局）これまで、津波避難訓練で三陸沿岸道路のパーキングから自衛隊車両等活

用してグリーンピア三陸みやこへの移動の訓練等を行ってきた。事前に防災計画

等に記載できるように、庁内で発足予定の検討委員会においても検討していきた

い。 

（委員）資料５－１、避難場所について、特に「〇〇高台」のような避難場所の場合、

現地に行ってみるとただの空き地のような感じで、避難場所の表示がないところ

もあるようだが、表示等する予定はあるか？ 

（事務局）表示になっていないところの表示は、今後も行っていく予定である。 

（会長）他に質問・意見等なければ、(1) 宮古地域防災計画・水防計画の修正につい

ては原案通り修正することとする。次に報告事項のア、ハザードマップの更新に

ついて、事務局から説明をお願いする。 

（事務局）ハザードマップを用いて、更新、改善点等について説明 

（会長）ただいまの説明に対し、ご質問等はないか。 

（会長）無いようなので、次にイ、宮古市日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震津波対

策検討委員会の設置について事務局から説明をお願いする。 

（事務局）資料に沿って説明及び訓練映像を使って車両による避難訓練の状況を説明 

（会長）ただいまの説明、またはこれまでの説明に対し、ご質問等はないか。 

（委員）質問・意見ではなく、紹介である。ハザードマップの中の凡例に「自然災害

伝承碑」がある。平成 30 年の広島豪雨を機に作られた新しい地図記号で、過去

の災害をもとに作られた伝承碑の場所を示すもので重要なものであることから

ぜひ覚えていただきたい。 

（会長）他にご質問等はないか？ 

以上で、本日の議事は終了となる。進行を事務局にお返しする。 



（事務局）その他ですが、皆様から何かありますか。 

   特になし 

 

午前 11 時 30 分、危機管理監が会議の閉会を宣言。 

 

 

 


